
臓器移植に係る普及啓発に関する作業班（第4回）  

議 事 次 第  

日 時 平成18年9月19日（火）  

15：00～17：00  

場 所 共用第6会議室（2階）  

1．開 会  

2．議 題  

（1）都道府県における普及啓発に関する取組みについて  

○静岡県  

○高知県  

（2）院内における普及啓発に関する取組みについて  

（3）その他  

3．閉 会   



臓暴移植に係る普及啓発作業班（第4回）  

配付資料一  覧  

資 料 1  臓器等移植対策の取組み  

（金子参考人提出資料）  

資 料 2 高知県における臓器提供の普及啓発活動について  

（家保参考人提出資料）  

資 料 3 最近3年間における10例の死亡後腎移植ドナーの検討  

（古間参考人提出資料）  

資 料 4 移植医療の普及啓発の推進について（これまでの議論のポイ  

ント（案））   



（件名）  

臓器等移植対策の取組み  

（静岡県健康福祉総量疾病対策室）  

1 概 要   

腎臓や眼球等の臓器及び骨髄等造血幹細胞の移植については、腎臓バンク   

など関係機関と連携して、移植に関する普及啓発等を実施し移植の推進を図   

っている。  

2 経緯・背景  

S3333 角膜移植に関する法律施行   

S40   （財）日本眼球銀行協会設立   

55555 角膜及び腎臓の移植に関する法律施行   

S56   （財）静岡県アイバンク設立（県出指2千万円、全体の22．2％）   

S61   （財）静岡県腎臓バンク設立（県出指1億5千万円、全体の48．9％）   

H 3   （財）骨髄移植推進財団設立   

H 7   （社）日本腎臓移植ネットワーク設立   

H 9   臓器の移植に関する法律（臓器移植法）施行  

・臓器摘出が、腎臓と眼球の他、心臓、肺、肝臓などにも拡大  

・脳死判定による臓器摘出が可能になった。  

腎臓移植ネットワークが（社）日本臓器移植ネットワークに改称   

H13   腎臓移植件数累計1万件突破（全国）   

托15   骨髄移植件数累計5千件突破（全国）   

忙17   県内初の脳死下での臓器提供（2月15日、聖隷三方原）  

県内2例目の脳死下での臓器提供（10月14日、浜松医大）   

3 対 応  

（1）意思表示カード等の配布  

臓器移植について広く一般に普及啓発するため、意思表示カードやパン   

フレットを銀行等への常設及び成人式などの機会を捉えて配布  

（2）院内コーディネーター等の設置及び臓器移植推進協力病院の指定  

院内における普及啓発の促進や臓器提供情報を早期収集できる体制の   

整備のため、全国に先駆けて院内コーディネーターを設置するとともに   

推進協力病院を指定している。  

（3）・骨髄登録窓口の設置   

賀茂、富士、中部、西部の各健康福祉センターにおいて、登録のための  

採血業務を実施する窓口を設置  

本県の現状  

表示カードの配布数  約101万枚  平成9～17年度累計   

移植件数（17年度）   11件  移植希望者327人（17年度末）   

移植件数（17年度）   210件  移植希望者190人（17年度末）   

移植件数（17年度）   17件  移植希望者456人（17年度末）   

コーディネーター数  36病院52人  17年度   

平成18年度予算  

事 業 名   予算額（千円）   備  考   

移植対策事業費   6，■ 604  院内コーディネーターの設置等   

生・難病団体活動事業費助成   1，620  アイバンクに助成   

移植推進事業費   1，850  登録窓口の設置及び普及啓発  



（件名）  

臓器移植推進協力病院  

（静岡県健康福祉総量疾病対策室）   

（1）趣 旨  

臓器移植を推進するため、平成17年度まで臓器移植モデル柄院を指定   

していたが、平成18年度から新たに移植に関する院外啓発活動等含め、   

普及啓発活動を積極的に展開する臓器移植推進協力病院を指定した。   

（2）指定予定病院（平成18年度）   

病 院 名   所 在 地   

1  沼津市立病院   沼津市   

2  三島社会保険病院   三島市   

3  富士宮市立病院   富士宮市   

4  静岡県立総合病院   静岡市   

5  静岡市立静岡病院   静岡市   

6  静岡赤十字病院   静岡市   

7  焼津市立総合病院   焼津市   

8  磐田市立総合病院   磐田市   

9  県西部浜松医療センター   浜松市   

10  聖隷浜松病院  浜松市   
11  聖隷三方原病院   浜松市   

12  静岡済生会総合病院   静岡市   

13  静岡県立こども病院   静岡市   

14  浜、松医科大学医学部附属病院  浜松市   

15  社会保険浜松病院   浜松市   

（3）推進協力病院の役割  

①院内移植推進委員会の開催  

院長、各科医師、事務局をメンバーとする委員会を設置する。  

②院内啓発活動  

外来待合におけるビデオ上映、ポスターやリーフレットの配布・掲示、   

腎臓バンク等が行うイベントなどに協力する。  

③移植に係る意思確認  

必要に応じて患者や家族に対して、臓器提供意思表示カード所持の有無、   

献腎の意思確認などを行う。  
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④院外啓発活動   

移植医療に関する公開講座の開催など地域住民に対する積極的な情報提   

供を行う。  

⑤移植に関する相談窓口の設置  

⑥静岡県献腎対策懇談会への出席  
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臓器移植推進協力病院設置要綱   

第1 趣 旨   
人工透析患者が増加し、移植希望者が12，000人余を数える一方、腎   

移植が伸び悩む中で、移植は重い病気を抱える患者さんにとって、健康の回   

復はもちろんのこと、就職、就学など社会参加の機会を得ることができる重   

要な医療であることから、県では、臓器移植の一層の推進を図るため、臓器   

移植推進協力病院を指定する。   

第2 臓器移植推進協力病院の役割  

（1）院内移植推進委員会の開催  

院長、各科医師、事務局をメンバーとする委員会を設置する。  

（2）院内移植コーディネーターの設置  

（3）提供に係る意思確認  

・必要に応じて、入院時あるいはポテンシャルドナー＊発生時に患者の家  

族に対して、臓器提供意思表示カード所持の有無、献腎の意思確認な  

どを行う。  

＊ポテンシャルドナー・‥一般的脳死状態等と診断された症例で、年齢な  

ど一定の条件を満たす患者  

・意思確認のためのマニュアルの整備  

（4）院内啓発活動  

・外来待合におけるビデオの上映、ポスター・リーフレットの配布・掲  

示を行なう。  

・腎臓バンク等が行うイベントなどに協力する。  

・職員に対する意識調査、講演会などによる啓発活動を行う。  
（5）院外啓発活動  

・移植病院については、移植医療に関する公開講座の開催など地域住民  

に対する積極的な情報提供を行う。  

（6）移植に関する相談窓口の設置  

（7）静岡県献腎対策懇談会への出席   

第3 費用負担  
ビデオやポスターなどの広報素材は県から提供する。   

必要に応じ、講演会の講師は県から派遣する。   

その他の経費（委員会開催に係る経費等）は病薩の負担とする。   

第4 申請方法   

別紙申請用矧こ必要事項を記入し、疾病対策室あてに提出する。  

（提出先）  

〒420－8601  
静岡市英区追手町9番6号   

静岡県健康福祉部疾病対策室  

TEL O54－221－3393 
FAX O54－221－3291  
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第5 病院の指定及び公表  

申請内容を検討の上、病院を指定する。   
（病院からの申し出がない限り、指定は継続する。）   

指定された病院は県のホームページ及び県広報等で公表する。   

第6 その他  
（1）県移植コーディネーターによる説明・助言  

事業の趣旨、院内における委員会の立ち上げ、啓発活動などについて、   

県の移植コーディネーターが各病院を訪問し、説明や助言を行う。  

（2）県の表彰制度  

移植の推進について多大な貢献のあった病院等を対象に健康福祉部長名  

で表彰する。  

（3）腎臓バンク助成事業  

ア 献腎提供協力金  

提供病院への協力金として1件あたり5万円が交付される。  

イ 臓器提供意思確認助成金  

提供適応と思われる患者に対して医師等が臓器提供の意思確認をした  

施設あるいは診療科を対象に1件あたり2万円が交付される。  
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静腎第18－01号  

平成18年4月3日  

臓器移植関係病院長様  

浜松医科大学長様  

財団法人静岡県腎臓ノ   

理事長 岡 田 奉  

静岡県腎臓バンク事業について（協力依頼）  

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。  

日ごろから静岡県における移植医療につきまして、ご協力を頂きまことにありがとうござ  

います。   

さて、全国の透析患者は毎年増え続けているにもかかわらず腎移植の数は低迷しており  

ます。今年も昨年に引き続き、下記の事業を継続いたします。  

本事業へのご理解とご協力を得られますよう、お願い申し上げます。  

敬 具  

記  

1、献腎協力金… 腎臓提供後、協力金として腎臓提供を実施した施設に支払うものと  

する。  

対 象：献腎実施施設  

協力金：1腎 50，000円  

2、臓器提供意思確認助成金… 臓器提供適応と思われる患者家族に対し、医師等が臓  

器提供の意思確認をした施設あるいは診療科に支払うものとする。  

対 象：臓器提供意思確認実施施設  

助成金：1件 20，000円  

又、個人情報保護法の施行により、病院名はコード番号で表示いたします。腎臓バンクの  

事業にご協力いただける施設は、ご連絡をお願いいたします。  

連絡先 静岡県腎臓バンク  

TEL O53－435－3175  
FAX O53－431－0508  
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献腎提供協力金・臓器提供意思確認助成金の詳細  

1、献腎提供協力金 期間・‥平成18年4月～平成19年3月  

腎臓提供後、協力金として腎臓提供を実施した施設に支払うものとする。  

協力金として交付する額は1腎につき、50、000円とする。  

腎臓提供を実施した施設は1ケ月分をまとめて、献腎協力金交付申請書を提出する  

こととする。  

交付は申請書提出後、1ケ月以内に指定口座に振り込む。  

2、臓器提供意思確認助成金 期間‥・平成18年1月～平成18年12月  

基本理念＜患者様の意思を伺い、医療に生かすことは重要な行為である＞  

臓器提供適応と思われる患者家族に対し、医師等が臓器提供の意思確認をした施設  

あるいは診療科に支払うものとする。  

助成金として交付する金額は臓器提供意思確認1件につき、20，000円とする。  

臓器提供の意思確認した場合は報告書を提出することとする。  

交付金の使用目的は限定することとする。  

交付は平成19年3月に指定口座に年間分を一括して振り込む。  
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臓器提供意思確諷助成金対象施設  

平成17年1月1日から平成17年12月末日  

13施設 45イモ  

施設名   件数   

1属領市立病院  2   

1   

2社会保険三島病院     3  甲島疇院  丁  

冨士官市立病院   
……．  

5  静岡県立鞄合病院   4  

6  静岡済生会総合病院   2   

7   艶圃赤十字廼院   3   

8  静岡市立静岡病院   2   

9  藤枝市立縁台病院   

10  磐田市立総合病院   2   

田  県西部浜松医療センター   3   

12  聖隷浜松病院  13   

13  聖歳三方原病院   4  

計  45  



高知県における臓器提供  

の普及啓発活動について   



主な事業  

臓器移植普及推進月間キャンペーン  

各種イベントでの啓発  

腎不全患者対象の勉強会の開催  

患者会・骨髄バンク・アイバンク・ライオン  

ズクラブ・ボランティア団体一市町村との連  

携によるキャンペーン活動の展開  

大学、短大等での講演  

●  

●  

●  

・病院啓発   



普及啓発用冊子  

一般県民用に作成。講演、イベントなどで配布（A4版カラー印刷）  

主な内容：①移植希望者について ②移植を受けるとどうなるか、  
③脳死について ④臓器提供について（脳死後りむ停止後）   
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チラシ  

一般啓発の現場では、移植医療について基礎的なことを聞かれる頻度が  

多い、このため臓器提供・角膜提供・骨髄提供について基礎的な事を記載  

したチラシを製作（A4モノクロ版）して、カード■リーフレットとともに配布   

挿楯以外に治療練のぢい痛罵で抒樟を待ってい古人が大勢い審す。この方たちを救うた仇に．鼠惰や角薫、甘職ぢどの纏供をす舌こ亡がで宣手す。  

あなたのt思で肋l古癖があり手書。移植長オにこ聯亡こ協力をl   

心蜘t挿止した死線に輔亡  

角臓の撮供をすることがで王手す，   

・提供事重た仇に赫…  

亮一－土つ  

死織に賦器の提供敬すること力lでき手す。  

・提供す舌た朗⊆挿・・：   

細 ＋   
」き チ、中   

±筆法空車手練絶  

心F・脾・肝k  

幡・小嶋・下賦  

骨脚の中に凋呑  

ゼIト状咽です。   

白血噂幣珊咋鱒′んでい香人淋勢い宇す。   
この地熱珊時人から提供±れた㈹液の提供  

が必尊珠   
骨相脚ナ童惨IOc¢の採血でで已手す。  

で提脚可脚  肌鯛R簿．  

・背離供   

帆死亡掩すくに手術を行う必■赫睾 

るので事約の準≠他事です。  

・角農提供   
死亡雉ムーI¢時帆以内であれlさ、   

こ自宅でも提供印可艦です。  

・県下の対応肺 ‥・  

高相靡十字爵院   

高知大半医学珊掴院   

高知底療センター  

骨髄蛙棚な人から患者壬んへの  

骨附の移植モー。  

お問い合わせ先は書面をこ翼下さい。 
‾マ   



臓器移植に関する県民調査の実施  

賊鮎l出章社ゴミ：？．二てギアナ丁一里岨が訃   
■巾■輝■t・tンウ■±で導．■暮畦■Iこ・）ニーて正しい■■をしていり三・ニーニ麟疏t農  

1t玉■や，r■■t義■且嚢中勇一ドニ、r研一汗フてし・rl■ 笹下耳トロ烏▼封抑訂－  

‘＝1汀仁■t巳Jヽ下～い   

11桝iホ 一 文l  

軸IC■－11■  ；＝い一11t   ユ；ll，・～旨t   ▲■勺巨－1日貞  

一赴い一拍■  弓弓コ、ら‘1貞   ＝首叫机■   癒1【，●1   

1！あ与たはt書古事カート■鋼うや．■■▼古・丁  

1僧づていあ  2翫む√‘   

壬エれなたr王Tl書t兵力ード∫ガ、とこでち－．．もる占・知ってい九ナか？  

1襲rTL▲る  ユ ーlウキい   

ニtj農8たi〆■恩1市丸－ト上手■ってい著書㌢？  

l巴入してれ「てL・・も   倉†■・っても、もが巴人し〔いら」・   盲什つ⊂t・らL■■   

1ふ1td11繹u量Il抽一拍■汀痛組頭捌和一軋琉出ほこ上組＝てl■手車・’て■  

ltllてリも  2蝿こ．た」■  

b膿もたIit■縫構してもょし・と★1■rかマ  

l檀Ilr竜  ；ごちととも■1与L・  ・l■¶l．ら▲一■   

ち漉iヒ胤竃l抽ごニ▲上tっていてE【手書三千tや枚数丁ごつじ壇全量ぷとは亡嚢＿才一才▼  

l■ヤ桝、F繭中一欝1■ニ繹痛Lたも・土iって伊瞳十色  

三拝■やt8…郎祖¢・た九l絹H叩1・  

コ汀虞しぢし■  
慮亡り七上い、1らい  

アl■暮牡嶋に＝いてご■騨やご■辛がご貫こt・貴い＝ご】ご＃ょもテご才．－  

目   的：移植医療に対する県民  

意識を継続的に調査  

検討するため  

調査対象：一般県民  

調査方法：アンケート形式による本  

人記入式もしくは聞き取  

憎叩t瓜＝Iコdbリカーとつこま「しヽ■ミLこ・ナニ 

1零細■憂■■禰轟．暮む■粁■ちンウ乳量．  

調査時期：平成11年以降継続中  

アンケート用紙   
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臓器移植に関する県民調査結果①  
意思表示カード周知度   

り年度腎バンク調査（全体■755人）  

男（269人）  

女（486人）   

16年度内閣府世論調査（2．125人）  

14年度内閣府世論調査  

12年度総理府世論調査（カード）  

10年度総理府世論調査   

16年度腎バンク調査（全体－626人）   

15年度腎バンク調査（全体・450人）   

14年度腎バンク調査（全体・627人）   

13年度腎バンク調査（全体・509人）   

12年度腎バンク調査（全体－892人）   

11年度腎バンク調査（全体・1，064人）  

10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％   100％  

□知っている良知らない   



臓器移植に関する県民調査結果②  
意思表示カード所持率  

17年度腎バンク調査（全体・755人）  

男（269人）  

女（486人）  

16年度腎バンク調査（全体・626人）  

15年度腎バンク調査（全体■450人）  

14年度腎バンク調査（全体－627人）  

13年度腎バンク調査（全体－509人）  

12年度腎／〈ンク調査（全体・892人）  

11年度腎／〈ンク調査（全体・1，064人）  

TO％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％  100％  

□記入し所持している口所持しているが記入していない□所持していない   



臓器移植に関する県民調査結果③  
臓器提供意思表示カードを持っていなくても心停止後の  

腎臓提供が可能であることを知っているか？  

17年腎バンク調査キャンペーン全体（755人）  

男（269人）  

女（486人）  

16年腎バンク調査キャンペーン全体（626人）  

15年腎バンク調査キャンペーン全体（261人）  

16年度内閣府調査（2，125人）  

14年度内閣府調査（2，100人）  

12年度総理府世論調査（2，156人）  

10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  

口知っている包知らない   



臓器移植に関する県民調査結果④  
臓器提供の意思  

17年度腎バンク調査（全体・755人）  

男（269人）  

女（486人）  

16年度内閣府調査  

用遥死後）  

（心停止衡  

14年内閣府世論調査  

（脳死後）  

（心停止後）  

12年度総理府世論調査  

し脳死後）  

（心停止後）   

16年度腎バンク調査（全体・626人）  

15年度バンク調査（全体・450人）  

14年度バンク調査（全体・627人）   

13年度腎バンク調査（全体・509人）   

12年度腎／くンク調査（全体・892人）   

11年度腎バンク調査（全体・1，064人）  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70ウも  80％  90％  100％  

□提供してもよいロ提供しない□どちらとも言えない国分らない   



査結果⑤  臓器移植に関する県民   

家族が従前より提供の意思を示しており、その家族  
が蘇生不能になった場合どうするか  

‖年度腎バンク調査（全掛755人）  

男（269人）  

女（486人）  

1時度腎パンク調査（全体・626人）  

15年度街頭キャンペーン（261人）  

80％  90％   1m   0％   10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  

］自分から申しでる日医療着から話があれば提供する］提供しない園どちらともいえない  



医療施設啓発  

「誰のための臓器提供か」を基本において関わる  

◎家族のために   

1家族を亡くす方への視点を大事に   

2提供者、家族の価値観を大事に   
3家族が温かみを感じることができる終末期医  

療の実践につなげていく  

◎提供病院にとってのメリットを重視する   

1家族ケアの充実  

⇒治療・看護、病院に対する納得度の向上  
2リスキーな臓器提供を確実に  

10   



高知赤十字病院における取り組み  

・研修医を対象とした講演実施  

・病院職員との学会発表を実施  

・脳死下臓器提供マニュアル改正  

11   



高知医療センターにおける取り組み  

・脳死判定委員会開催（1回／月）  

・臓器提供マニュアル作成（電子カルテ収   

載）  

・脳死症例検討  

・外来患者カード所持調査  

・職員意識調査  

・脳死患者家族の支援検討  

・研修会開催（看護師・院内全体）  

12   



高知医療センター   

外来患者カード所持率調査   

目   的：高知医療センターにおける臓器提供の   

可能性を調査する  

15歳以上の外来初診患者  

カー，ドの所持の有無  
カード所持者の臓器提供意思  

患者との続柄  

対象者  

査項目  

査（2005年9月～）  

査（2006年6月～）   

る
 
 

期   間：救急外来におけ  

一般外来におけ  る
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病院啓発における課題  

カード所持者は少なく、医療者が臓器提供  
の話をしても断られることが多い  

家族に臓器提供の情報提供を継続してく  

れている、医療者のモチベーション維持を  
図る必要性がある  

●  

●  

一般啓発が重要である  

14   



一般の認識   
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移 植に係る   買4回掻器  

普及啓鮒美妓  

什18．9．19）  

移植医療の普及啓発の推進について（これまでの議論のポイント（案））  

【趣旨】   

移植医療に関する国民の理解を深めるとともに、臓器提供に関する本人の  

意思がより尊重されるよう、移植医療に関する体制整備等を進め、普及啓発  

の推進を図る。   

○国民への効果的な普及啓発の推進   

・移植医療に関する理解の促進   

・臓器提供に関する意思表示の促進   

○病院における取り組みの促進   

・臓器提供に関する体制整備の促進  

－オプション提示の促進  

【取り組み】  

○移植医療関係機関の取り組み   

・移植実施施設  

・施設内における普及啓発  

■市民に対する普及啓発   

・  

・臓器提供施設に対する支援  

一学会としての取り組みの検討   

・臓器提供施設  

・施設の体制整備、普及啓発  

・臓器提供に関する本人意思の確認方法のエ夫   

・臓器あっせん機関、腎臓バンク等  

・コーディネーターに対する研修の充実  

・臓器提供施設に対する支援  

・市民に対する普及啓発  

○その他の機関の取り組み   

・患者団体  

・市民に対する普及啓発  

一行政  

・臓器提供施設に対する支援  

・先進的な取り組みに関する情報の収集・還元  

・移植医療関係機関の問の連携  

【その他】  

○臓器提供者（ドナー）側に対する視点  

仁）   




